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 よこすか海辺ニュータウンの概要 

• 神奈川県横須賀市平成町1丁目～3丁目 

• 同  安浦町2丁目の一部 

• 公有海面埋立事業1984年～1992年 

• 総面積61ヘクタールの埋立地 

• EL（Elevation level標高）＝TP（Tokyo Peil東京湾平均海面）＋1.9ｍ～3.0m 

• 津波・液状化・地盤沈下のリスクが極めて高い 

 

地図 
横須賀市役所 



• 6千人が暮らす街 ⇒ 連合自治会 

• 6万人が集う街 ⇒ まちづくり協議会 

• 安心を支える ⇒ 地区社会福祉協議会 

• 要配慮者 ⇒ 民生・児童委員協議会 

• 児童・生徒 ⇒ ＰＴＡ連絡協議会 

• 広域団体を束ねる ⇒ 地域運営協議会 

 

 よこすか海辺ニュータウンの広域団体 
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１．長周期地震動による揺れの増幅 （想定最大震度7） 

２．液状化現象に伴う地盤沈下 

３．津波浸水（想定最大波高4.0m） 

４．津波漂着物（船舶・車両・建物瓦礫）による津波火災 

 よこすか海辺ニュータウンの災害リスク 

海辺ＮＴ地区 

http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2005/bousainavi/sonae/hazardmap/documents/ootsumap.pdf#page=1


• 2003年築  8 階～14階建て4棟 309世帯 1,000人居住 

• マンション管理組合（区分所有者で構成）とマンション自治会（占有
者含む全居住者で構成）による合同編成組織（居住者100％加入） 

 ソフィアステイシアの概要 



 ソフィアステイシアの自主防災組織 

• 全世帯を11班の避難誘導班に区分 

• 各班に避難誘導リーダー1名サブリーダー2名配置 

• 「ジュニアレスキュー」 を2013年に結成（中学生・高校生による災害時生活援助隊） 



世帯別・個人別に、 

・生年月日 

・性別 

・血液型 

・既往症 

・常用薬 

・禁忌薬 

・掛かりつけ医療機関・診療科目 

・担当医 

・自力避難に支障ある理由 

・帰宅困難者に該当するか否か 

・被災時の滞在地 

などを、居住者が自己申告するシ
ステム 

（2015年2月現在の届出率96％） 

 ソフィアステイシアの自主防災組織 

• 「居住者台帳」制度を2005年に導入 

• 「災害時要援護者情報」は100％把握済み 



1. 起こり得る固有の災害をイメージ 

2. 発災直後の初動対応～応急対応～在宅避難生活継続
～復旧・復興までを視野に入れた実践的な防災計画 

3. マンション管理規約集を災害即応型に改定 

4. 意思決定・予算執行の決裁権限を明確化 

 ソフィアステイシアの地区防災計画 

策定委員会を月2回開催 
市危機管理課を交えた 

意見交換 
アドバイザーによる勉強会 



• 南海トラフ巨大地震が発生した（2014年度） 

• 想定震度6弱  大津波警報発表 

• 負傷者救助・初期消火・高層階への避難・災害時要援護者の担
架搬送・高層階バルコニーからハシゴ車救助・避難ハッチ脱出・
AED応急救護 

• 「災害で死なない」ための実践的な訓練 

 ソフィアステイシアの総合防災訓練 



＜災害イマジネーショントレーニング＞ 

 ソフィアステイシアの防災講習会 

発災直後の判断と行動が生死を分ける 

最初の10秒間・30秒間・1分後・10分後～ 

災害で死なないために如何に対応するか 

その時に居た場所、その時の行動を前提として 

ある日突然「首都直下地震」が発生した！ 



＜住民共助の防災読本：ソフィアステイシア危機管理マニュアル＞ 

 ソフィアステイシアの防災講習会 

• 自然災害、マンション火災、住民
が遭遇する可能性がある事件・
事故、感染症、熱中症などに対し
て危険予知と危機回避（リスクマ
ネジメント）、被害の最小化（クラ
イシスマネジメント）について具体
的に記述した冊子 

• 全世帯に配布し防災講習会のテ
キストとして活用 


